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１．　は　じ　め　に
　本稿では，日本語の複合名詞について，韓国人日本語学習者の習得状況と日本語母語話者
の使用状況について調べる。ここで言う複合名詞とは，二つの動詞からなる複合名詞を意味
するものであり，複合動詞を持つか否かについては議論の対象とせず，二つの動詞からなる
複合名詞，とりわけ「動詞＋動詞」による動詞連用形の複合名詞のみ考察の対象とする。
　日本語の複合名詞とは，韓国語とどのような対応関係にあるかを踏まえたうえで，日韓両
言語における複合名詞の学習習得と使用状況について考える。さらに，この調査の結果に基
づき，日本語教育の観点から複合名詞について，教育指導上の一助となることを目的とする。
　日本語の複合名詞を韓国語に訳すと，両者の対応関係は，複雑かつ多様であり，これらを
どのように教育指導すればいいかなどについて，調査分析する。
（１）a．電車の乗り降りの時間が長い。
　　b．전철을 타고 내리는 시간이 오래 걸린다 .
　　　　　→（乗って降りる時間）
　（１a）のように，日本語の複合名詞の「乗り降り」は，韓国語では（１b）のように「타고 
내리는（乗って降りる）」と訳される。つまり，日本語の複合名詞の「乗り降り」の場合，
韓国語では複合名詞ではなく，「타다（乗る）」と「내리다（降りる）」の二つの動詞による
「타고 내리는（乗って降りる）」に対応する。このように，日本語の動詞連用形による複合名
詞は，韓国語の複合名詞とは対応関係にない。上記（１）の例の他にも，日本語の複合名詞
を含む表現について，韓国語と比較してみると，その対応関係は非常に多様かつ複雑なもの
になっている。韓国語における複合名詞と言えば，二つの動詞からなる複合名詞はほとんど
なく，「봄바람（春風），밭일（畑仕事）」のような「名詞＋名詞」による結合形式が圧倒的
に多い。また，「지름길（近道），마음가짐（心がけ）」のように，形容詞や動詞との組み合
わせによる複合名詞はあるものの，一般に，「動詞＋動詞」の結合形式による複合名詞はあ
まり見られない。このため，韓国人日本語学習者にとって，日本語の動詞連用形の結合によ
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る複合名詞について学習するのは容易ではないと思われる。そこで，本稿では，韓国人日本
語学習者は，日本語の複合名詞をどのように学習し，使用しているのかについて考察するこ
とにする。
１．１　先行研究
　日韓両言語における複合名詞についての先行研究は，必ずしも十分とは言えないのが現状
である。これまで複合動詞に関する研究は数多くなされているが，複合名詞については，複
合動詞との関わりや複合動詞の一部として扱われることが多く，複合名詞のみを対象とした
研究は数えられるほどである。最近の日本語における複合名詞に関する主な研究としては，
石井（１９８４），峰田（１９９０），布施（２００１），林（２００４），谷口（２００７）などが挙げられる。一
方，韓国における複合名詞に関する研究については，日本語に比べ，さらに複合動詞の研究
のほうに研究対象が偏っているように思える。その理由としては，上述したように韓国語に
おける複合名詞は，語構成面から日本語ほど生産性の高い造語要素を持っていないため，複
合名詞だけを研究対象として取り上げにくいからではないかと思われる。いずれの研究にお
いても，複合名詞の構造や意味・用法に重点が置かれている場合が多く，日本語教育の観点
から学習者の使用に関する調査研究はほとんど見られない。このような状況の中で，趙
（２００６）では，複合名詞についてではないものの，学習者を対象に複合動詞について，韓国
人日本語学習者にとって複合動詞の使用は難しいと言われており，韓国人日本語学習者の作
文，翻訳などを題材に複合動詞の使用についての研究を行っている。また，趙（２００９）では，
「韓日両言語の複合動詞に対する対照分析は多くなされているが，韓国人日本語学習者の複
合動詞の運用においての，誤用の研究はあまり見られない」という。さらに，同論文を引用
すると，「韓国人日本語学習者の誤りについて分析した論文，即ち１９８０～２００３年に各種の学
会誌，論文集に発表された論文（９３本）と，韓国の大学での修士論文（１９８４～２００４年の５４本）
の中で，複合動詞の誤りを主な研究の対象とした論文は１本もない」との注釈が付記されて
いる。
　上記のように，これまで日韓両国語における比較対照の研究対象として，複合名詞を取り
上げた論文が少なかったという先行研究を踏まえ，本稿では複合名詞を中心に，その使用状
況及び学習習得について分析を行うことにする。
１．２　動詞連用形による複合名詞
　朴（２０００）では，複合語の語幹の結合形式からみた場合，「動詞＋動詞」からなる複合語は，
韓国語のハダ動詞の中に１２語しかない。一方，日本語のスル動詞の中には２４２語にも及ぶこ
とが分かった。さらに，複合語の語構成の観点からすると，日本語のほうが韓国語より圧倒
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的に多様であることを明らかにした。本稿では，複合名詞に焦点を合わせて考察することを
目的とするため，韓国語のハダ用言，またはこれに対応する日本語のサ変動詞については深
く立ち入らないことにする。複合名詞について日本語と韓国語との比較対照を行うにあたっ
ては，動詞連用形による結合形式をもつ複合名詞ばかりではなく，複合動詞やサ変動詞との
関連性まで考察の対象に含めなければならないが，本稿では二つの動詞からなる複合名詞に
関する事例に限って論じることにする。
　それでは，本稿の対象とする二つの動詞からなる動詞連用形による複合名詞とは何か，具
体的な例を挙げると，次のとおりである。（下記の例は，日本人大学生から収集した用例）
（２）a．大阪の街で食べ歩きをする。
　　b．屋台を食べ歩く。
　　c．早歩きをして駅に向かう。
　上記の（２）では，（２a）の「食べ歩き」のみを本稿の対照とする。その理由は「食べ（連
用形）＋歩き（連用形）」の構造を持ち，複合名詞として使われているからである。一方，
（２b）の「食べ歩く」の場合は，動詞として用いられていること，また，（２c）の場合は，形
容詞との結合による複合名詞であるため，「食べ歩く」と「早歩き」については，本稿の考
察の対象外とする。まず，対象となる複合名詞について調べるため，日本語母語話者が普段
よく使っている複合名詞についてアンケート調査を行った。調査の結果得られた複合名詞の
中から最も回答の多かったもの，つまり使用度数の高いものを選び，調査対象とする。
　本稿では，次のような手順で調査を実施した。
◆調査１．調査対象の語彙選定のため，日本人大学生の複合名詞についての使用実態調査。
◆調査２．「調査１」に基づき，韓国人日本語学習者の複合名詞についての学習状況。
◆調査３．「調査２」に基づき，日本人母語話者の複合名詞についての許容度調査。
１．３　調査対象の複合名詞
　日本人大学生を対象に普段使っている複合名詞について，調査を行った。学生たちに宿題
として専用用紙を配布し，後日回収した。被験者となる日本人大学生１２１名を対象に，複合
名詞を用いた文章を，各自２０個ずつ書いてもらった。その結果，調査対象の複合名詞は，延
べ語数２、３６８語，そのうち異なり語数６８８語の調査結果を得ている。次の【表１】は，異なり
語数６８８語の中から回答数が多かったもの，すなわち使用度数の高いものをまとめたもので
ある。便宜上，回答者数９名以上のものに順位をつけ，合計５２語の複合名詞を示した。なお，
【表１】の中から，最も使用度数の高い２５個（使用度数１４以上）を調査対象の複合名詞とし
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て選定し，次の調査２と調査３の資料作成のための複合名詞として取り上げる。
　林（２００４）では，「国立国語研究所発行の『複合動詞資料集』を基本資料として調査した
結果，１、３０７件の複合動詞に対して，４５８件の転成複合名詞が得られ，３５．０４％の割合を占めて
いる。複合動詞に対する転成複合名詞の占める割合はかなり高いということが言える。「品
詞の転成」は日本語における語の派生現象の中の著しい一類とみることができ，また，名詞
的表現の豊富な発達は近代語の特徴の一つとされている」という。本稿では調査対象を動詞
連用形による複合名詞だけに限定しているにもかかわらず，異なり語数６８８語もの複合名詞
が得られたということは，日常会話の中で複合名詞がいかに多用されているかが分かる。な
お，【表１】で示した使用度数の高い複合名詞は，韓国人日本語学習のための単語リストに
取り入れるべき語彙であると言えよう。
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【表１】使用度数が高い複合名詞（回答者９名以上のもの）
人数
（名）複合名詞順位
人数
（名）複合名詞順位
人数
（名）複合名詞順位
１０食べすぎ３７１７書き込み１７５５開け閉め１
１０作り置き３７１５買い食い２０５２読み書き２
１０盗み聴き３７１５駆け込み２０３４乗り降り３
１０上り下り３７１５食べ飲み２０３２立ち飲み４
１０引き出し３７１５話し合い２０３０行き帰り５
１０持ち込み３７１５見聞き　２０３０飲み食い５
９押し売り４３１４出入り　２５２８食べ歩き７
９駆け引き４３１３買い溜め２６２６乗り換え８
９消し忘れ４３１３飛び込み２６２１立ちこぎ９
９座り込み４３１３泣き笑い２６２０立ち食い１０
９取り消し４３１３飲み込み２６１９行き来　１１
９取り外し４３１２売り上げ３０１９弾き語り１１
９持ち合わせ４３１２思い込み３０１８聞き取り１３
９見送り４３１２貸し借り３０１８食べ残し１３
９もらい泣き４３１１入れ替え３３１８寝起き　１３
９読み聞かせ４３１１買い替え３３１８振り込み１３
１１食い逃げ３３１７上げ下げ１７
合計：５２語１１出し入れ３３１７売り買い１７
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２．　調　査　方　法
２．１　調査１：日本人大学生の複合名詞の使用
　上記の１．３で述べたように，調査対象の複合名詞を選定するため，日本人大学生１２１名を対
象に，複合名詞の使用実態について調査を行った。調査対象となる「動詞（連用形）＋動詞
（連用形）」による結合形式を持つ複合名詞をまとめた結果，予想をはるかに上回る延べ語数
（２，３６８語）と異なり語数（６８８語）の複合名詞を収集することができた。
２．２　調査２：韓国人日本語学習者の複合名詞の使用
　調査２では，韓国人日本語学習の複合名詞の学習状況を踏まえ，日本語の複合名詞はどの
ように学習されているのか，また，学習レベルによってはどのような違いが見られるのかな
どについて考察する。
２．２．１　被験者
　韓国人日本語学習者４６名を対象に，複合名詞の学習状況及び使用実態について調査を行っ
た。被験者は，韓国のＣ大学とＤ大学で日本語を専攻する３年生及び４年生で，合計４６名で
ある。被験者の日本語学習期間については，一概に言えないため，学年や学習期間について
は調査に反映しないことにする。それは高校から学習し始めた学生や，日本に滞在経験のあ
る学生など，被験者の学習期間と学習能力との相関関係を特定することは不可能に近いため
である。そこで，本稿では日本語能力の基準として，国際交流基金と日本国際教育支援協会
が運営する日本語能力試験１級取得者（２３名）と同試験２級取得者（２３名）とで二つに分け
てみる。前者は後者より学習レベルが高いとみなす。
２．２．２　調査の手順
　調査１に基づき，使用度数の高い上位２５語を用いて，【表２】のような問題文を作成した。
問題文はすべて日本人大学生による作文であり，文章の加筆修正はしなかった。
（３）a．팔을 올렸다 내렸다 하다 .　腕を（　　　　　　　）。
　　b．창문을 열고 닫다 .　窓を（　　　　　　　）。
　（３a）と（３b）は，それぞれ【表２】の設問項目１と２の例文である。このように，日本
語の複合名詞の学習状況を調べるため，複合名詞の部分にだけ下線を引き，下線部の韓国語
文に対応する日本語を書いてもらった。【表２】の設問項目１番から２５番までの順番は，日
本語の複合名詞を５０音順に並べたものである。韓国語文においての形式や表現や順番などに
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【表２】韓国人日本語学習者の複合名詞の使用
学習者の人数
回答の類型問題文（正答）
問
題
番
号
合計
４６名
１級
２３名
２級
２３名
３４１９１５１．上げたり下げたりする
팔을 올렸다 내렸다 하다．
腕を（上げ下げする）。１ ３２１２．上げ下げする
７／２１／１６／１その他／無回答
９５４１．開けて閉める
창문을 열고 닫다．
窓を（開け閉めする）。２
６２４２．開けたり閉めたりする
５２３３．開けて閉じる
４３１４．開け閉めする
４－４５．開け閉める
２２－６．開けてから閉める
１１／５６／３５／２その他／無回答
７７－１．往復（の）
오가는 시간은 얼마나 되죠．
（行き帰りの）時間はどのくら
いでしょうか。
３
５１４２．行き交う
３－３３．行き来する
３２１４．行き来（の）
２－２５．来て行き
２－２６．行き帰る
２２－７．行き帰りの
２２－８．行って来る
１１／９６／３５／６その他／無回答
３３２０１３１．行ったり来たりした집과 학교를 몇번이나 왔다갔다 
했다．
家と学校を何回も（行き来した）。
４ ５－５２．来たり行ったりした
４／４１／２３／２その他／無回答
１０４６１．買って売る
상품을 사고 팔다．
商品を（売り買いする）。５
８４４２．買ったり売ったりする
５２３３．売り買いする
３１２４．売り買う
３２１５．買い売る
３３－６．売買する
２２－７．買い売りする
２／１０１／４１／６その他／無回答
２７１０１７１．買って食べた
배가 고파서 밖에서 사먹었다． 
お腹が空いたので（買い食いし
た）。
６
７６１２．外で買って食べた
４４－３．外食した
３－３４．買い食べた
１１－５．買い食いした
２／２１／１１／１その他／無回答
３６２０１６１．書いておく중요한 것을 써 놓다．
重要なところを（書き込みす
る）。
７ ４１３２．書きおく
３／３２／－１／３その他／無回答
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１６１０６１．飛び込み
뛰어 들기 승차는 위험하다．
（駆け込み）乗車は危ない。８
７１６２．飛び込む
３２１３．飛び出し
３３－４．かけこみ
７／１０３／４４／６その他／無回答
２６１２１４１．聞き取り
매일 듣기 시험이 있다．
毎日（聞き取り）テストがあ
る。
９
６６－２．聞き取りの
４１３３．聞き（の）
４２２４．リスニング
３２１５．聴解（の）
２－２６．聞く
１／－－／－１／－その他／無回答
１３４９１．立って食べる
포장마차에서 우동을 서서 먹다．
屋台でうどんを（立ち食いす
る）。
１０
１０３７２．立ち食べる
１１８３３．立ち食いする
３２１４．立ち食う
５／４３／３２／１その他／無回答
１０８２１．立ちこぎ（を）する
자전거를 서서 타다．
自転車で（立ちこぎする）。
＊타다；こぐ
１１
９２７２．立ちこぐ
９３６３．立ってこぐ
３－３４．立って乗る
２２－５．立ち乗り（を）する
５／８４／４１／４その他／無回答
１９１２７１．立ち読み（を）する
서점에서 서서 읽다．
本屋で（立ち読みする）。１２
１１２９２．立って読む
１１５６３．立ち読む
２２－４．立ったまま読む
１／２１／１－／１その他／無回答
１０４６１．食べながら回る
시장에서 먹으며 돌아다니다．
市場を（食べ歩きする）。１３
６３３２．食べながら
５１４３．食べながら歩き回る
４４－４．食べ回る
４２２５．食べ歩きする
４３１６．食べながら歩く
２２－７．食べながらふらふらする
９／２３／１６／１その他／無回答
１５１１４１．食べ残し
먹다 남기는 것은 안됩니다．
（食べ残し）はいけません。１４
５３２２．食べ残すこと［の］
３２１３．食べ残り
１４／９４／３１０／６その他／無回答
１８９９１．食べて飲んで
먹고 마시고 떠들다．
（食べ飲みをして）さわぐ。１５
６１５２．食べたり飲んだり
３１２３．食べたり飲んだりして
２２－４．飲んで食べて
８／９６／４２／５その他／無回答
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２０７１３１．出入する
뒷문으로 출입하다．
裏口から（出入りをする）。１６ １３１０３２．出入りする
８／５４／２４／３その他／無回答
７７－１．寝起き（の）
자다 깬 얼굴은 창피하다．
（寝起きの）顔は恥ずかしい。１７
３２１２．ねぼけた
４－４３．寝覚めた
４４－４．起きたばかり（の）
３－３５．目（が）覚めた
２－２６．寝て起きた
９／１４６／４３／１０その他／無回答
１９９１０１．食べて飲んだ
２시간 먹고 마셨다．
２時間（飲み食いした）。１８
９３６２．食べたり飲んだりした
４１３３．食べ飲んだ
４３１４．飲んで食べた
２２－５．飲み食いした
１／７１／４－／３その他／無回答
１８７１１１．乗って降りる
버스를 타고 내리다．
バスを（乗り降りする）。１９
８４４２．乗り降りる
５３２３．乗り降りする
６／９４／５２／４その他／無回答
３５２０１５１．乗り換える
전철을 갈아타다．
電車を（乗り換えする）。２０
２－２２．変わり乗る
２２－３．乗り換えする
３／４１／－２／４その他／無回答
２９１８１１１．話し合った
친구와 서로 이야기 했다．
友達と（話し合いをした）。２１
４１３２．お互いに話をした
４２２３．お互いに話した
１－１４．話し合いをした
７／１２／－５／１その他／無回答
２０１４６１．（を）弾きながら歌うの［こと］
기타 치면서 노래하는 것을 듣
다．
ギター（の弾き語り）を聴く。
２２
６４２２．（を）弾きながら歌
２－２３．弾きながら歌を歌うの［こと］
２－２４．弾いて歌うの［こと］
１１－５．の弾き語り
９／６２／２７／４その他／無回答
１７７１０１．送金した
회사에 돈을 송금했다．
会社にお金を（振り込みした）。２３
１０７３２．送った
６６－３．振り込んだ
２２－４．振り込みした
３／８－／１３／７その他／無回答
２５１１１４１．見て聞いて
잘 보고 듣고 기억하다．
よく（見聞きして）覚える。２４ ６４２２．見聞きして
５／１０３／５２／５その他／無回答
２６１０１６１．読み書き
읽고 쓰기는 학습의 기본이다．
（読み書き）は学習の基本だ。２５ ５５－２．読んで書くの［こと］
８／７４／４４／３その他／無回答
朴：複合名詞に関する一考察
一定の偏りが無いようにし，今回の調査の目的が複合名詞であることに気づかれないよう工
夫した。なお，本調査の実施にあたり，複合名詞及び複合動詞については，一切言及しなかっ
た。
２．２．３　分析方法
　【表２】のように，各設問項目の回答として複数の表現が見られる場合は，それぞれの回
答の中から回答者２名以上のものに限り，一定の類型として分析の対象とした。一例として，
問１３のように，複合名詞「食べ歩き」の回答として， ２名以上の回答が得られたものは， ７
通りあり，すべてを掲載した。なお，複合名詞として想定していた回答（ここでは，日本人
大学生から得た複合名詞を意味する。）については，回答者２名以下の場合であってもすべ
て提示した。しかし，【表２】の問７のように，複合名詞としての「書き込み」という回答
が得られなかった場合もある。なお，各項目の中にある「その他／無回答」とは，２名以上
の回答が得られたものを提示したため，回答の類型には属さない回答をした１名の場合は「そ
の他」として，また回答がなかった場合は「無回答」として分類した。【表２】での正答率
とは，日本人大学生から得た複合名詞を正解とし，全回答者のうち複合名詞を回答した正解
者を百分率で表したものである。
２．３　調査３：日本語母語話者の複合名詞の許容度
　ここでは，日本語母語話者にとって，複合名詞はどのように使用されているのか，また，
複合名詞による表現と複合名詞を含まない表現を選ぶ際，どのような基準で判断するのかに
ついて考察する。
２．３．１　被験者
　日本語母語話者の日本人大学生（Ｈ大学２年生）８９名を対象に，調査を行った。ただし，
１．３の「調査対象の複合名詞」での日本人大学生１２１名の被験者とは異なる。特に被験者の選
定においては，外国語や言語学関連を専攻する大学生ではなく，人文社会系の学生を対象に
した。それは，一般大学生を幅広く調査対象にしたことによって，専門による偏りを避ける
ためでもある。
２．３．２　調査対象の複合名詞
　【表１】で示したように，使用度数の高い複合名詞２５語の中から，２３語を対象にした。基
本的には１．３の「調査対象の複合名詞」と同一のものである。調査３の実施にあたっては，【表
２】で示した回答の類型の中から，正答の複合名詞と，この複合名詞に意味的に最も近いと
思われるものを４名の日本人大学生にそれぞれ選んでもらった。例えば，【表３】の問２の
ように，複合名詞の「開け閉め」に対して， ２名以上の回答のあった回答の類型の中から，
「開け閉め」に最も近い表現として選ばれた「開けたり閉めたりする」を選択肢の②番に設
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定した。ただし，【表２】の問８と問９の「駆け込み」と「聞き取り」については，調査３
の対象からは除外する。その理由は，「駆け込み」と「聞き取り」の場合は，「駆け込み乗車」
と「聞き取りテスト」のように，複合名詞を含む表現として用いられるのが，一般的である
からである。また，これらを代替して表現するための適切な日本語が見当たらないと判断し
たからである。
２．３．３　調査の手順
　【表３】のように，日本人大学生に二つの日本語文（【表３】での①，②）の中から，よく
使う表現に丸をつけてもらった。また，複合名詞を含む選択肢①と複合名詞を含まない選択
肢②とでは，どのような違いがあるかについても自由に書いてもらった。
２．３．４　分析方法
　下記の【表３】は，日本人大学生からの調査結果に基づき，二つある選択肢の中からどち
らの表現をよく使うかについてまとめたものである。【表３】の各選択肢に書いてある数字は，
回答者数を百分率で表したものである。また，ここで言う複合名詞の許容度とは，２つの選
択肢の中から複合名詞を含む表現がどれくらい使用されるのかを意味する。つまり，選択率
が高いほど許容度が高いこととみなす。例えば，問１２の①「立ち読みする」は９７．８％の使用
率であるのに対して，②「立って読む」は１．１％である。また，問１の①「上げ下げする」
は４８．３％であるが，②「上げたり下げたりする」は５１．７％である。従って，前者の問１２の
「立ち読み（９７．８％）」のほうが，後者の問１の「上げ下げ（４８．３％）」より，複合名詞の許
容度が高いとみなす。つまり，「上げ下げ」は，複合名詞への依存度が低く，代替表現が多
く見られると考えられる。
─　　─86
【表３】日本語母語話者の複合名詞の使用
問題文と使用率［％］ （日本語母語話者８９名）問題番号
腕を　①上げ下げする。　　　　［４８．３］
　　　②上げたり下げたりする。［５１．７］１
窓を　①開け閉めする。　　　　［６９．７］
　　　②開けたり閉めたりする。［２９．２］　　　 無回答［１．１］２
①行き帰りの［６６．３］　時間はどのくらいでしょうか。
②往復の　　［３１．５］　　　　　　　　　　　　　　　　　 無回答［２．２］３
家と学校を何回も　①行き来した。　　　　［４７．２］
　　　　　　　　　②行ったり来たりした。［５２．８］４
商品を　①売り買いする。　　　　［５２．８］
　　　　②買ったり売ったりする。［４４．９］　　　　　　 無回答［２．２］５
お腹が空いたので　①買い食いした。　　［３８．２］
　　　　　　　　　②外で買って食べた。［６１．８］６
重要なところを　①書き込みする。［１３．５］
　　　　　　　　②書いておく。　［８６．５］
７
問８、９は無し
朴：複合名詞に関する一考察
３．　調査の結果と分析
　ここでは，調査２の韓国人日本語学習者の複合名詞の使用についてと，調査３の日本語母
語話者の複合名詞の許容度についての調査結果及び分析を行う。
３．１　韓国人日本語学習者の複合名詞の使用
　【表２】は韓国人日本語学習者の複合名詞の使用についての調査結果をまとめたものである。
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屋台でうどんを　①立ち食いする。［７８．７］
　　　　　　　　②立って食べる。［２１．３］１０
自転車で　①立ちこぎする。［１００］
　　　　　②立ってこぐ。　［０．０］１１
本屋で　①立ち読みする。［９７．８］
　　　　②立って読む。　［１．１］　　　　　　　　　　 無回答［１．１］１２
市場を　①食べ歩きする。　［９２．１］
　　　　②食べながら歩く。［６．７］　　　　　　　　　　 無回答［１．１］１３
①食べ残し　　［９５．５］はいけません。
②食べ残すこと［４．５］１４
①食べ飲みをして　　　［２５．８］さわぐ。
②食べたり飲んだりして［７４．２］１５
裏口から　①出入りをする。［３９．３］
　　　　　②出入する。　　［６０．７］１６
①寝起きの　　　［９８．９］　顔は恥ずかしい。
②起きたばかりの［１．１］１７
２時間　①飲み食いした。　　　　［７３．０］
　　　　②食べたり飲んだりした。［２７．０］１８
バスを　①乗り降りする。［９３．３］
　　　　②乗って降りる。［６．７］１９
電車を　①乗り換えする。［１５．７］
　　　　②乗り換える。　［８４．３］２０
友達と　①話し合いをした。［３１．５］
　　　　②話し合った。　　［６６．３］　　　　　　　　 無回答［２．２］２１
ギター　①の弾き語り　　　　［９５．５］　を聴く。
　　　　②を弾きながら歌うの［４．５］２２
会社にお金を　①振り込みした。［２．２］
　　　　　　　②振り込んだ。　［９７．８］２３
よく　①見聞きして［６９．７］　覚える。
　　　②見て聞いて［３０．３］２４
①読み書き　　［９７．８］は学習の基本だ。
②読んで書くの［２．２］２５
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【表２】を参考に正答率について言えば，高度な日本語能力を有する日本語能力試験１級取
得者（１８．６％）のほうが，同試験２級取得者（１０．６％）より若干高いことが分かる。ところ
が，問５，９，１３，２１の正答率については，前者が後者より低いかほぼ同じである。調査２
の被験者である韓国人日本語学習者のレベルの高さに比べて，複合名詞の全体の正答率は，
１４．６％に過ぎなかった。この中で，最も正答率が高く，半数以上の学生が答えたものは，「聞
き取り」と「読み書き」の２語であった。これらの語彙は，複合名詞としてよりも，「聞き
取りテスト」と「読み書き学習」のような学習指導における語彙としての認識による結果で
あると思われる。「聞き取り」と「読み書き」の二つを除くと，正答率は４．６ポイントも下が
り１０．０％になる。韓国人日本語学習者にとって複合名詞はあまり認知されておらず，日本語
運用力の面においても複合名詞の使用はかなり難しいと言える。また，複合名詞を使用せず，
【表３】の選択肢②のように，韓国語の母語による干渉が原因で，複合名詞の学習及び使用
の妨げになっていることも一因であると考えられる。なお，ここで問題点を挙げると，学習
レベルが高くなっても複合名詞の使用については，レベル間の差があまり見られないことで
ある。つまり，韓国における日本語教育の観点から，学習面において複合名詞についての体
系的かつ総合的な教育指針が整備されていないことが最大の問題点と言えよう。
　問題別に正答率の高い順で並べると，問９，２５（５６．５％），問１２（４１．３％），問１４（３２．６％）， 
問１６（２８．３％），問１０（２３．９％），問１１（２１．７％），問１７（１５．２％），問２４（１３．０％），問５，１９
（１０．９％），問１，２，１３（８．７％），問８（６．５％），問３，１８，２０，２３（４．３％），問６，２１， 
２２（２．２％），問４，７，１５（０．０％）の順になる。問９，２５の正答率がかなり高い理由は，
「듣기（聞き取り），읽고 쓰기（読み書き）」の複合名詞は，他のものに比べて学習者にとっ
て馴染み深い語彙であるからである。問４，７，１５の「왔다갔다 했다，써 놓다， 먹고 마시
고」は，それぞれ「行ったり来たりした，書いておく，食べて飲んで」のように韓国語の母
語干渉の影響により正答率がゼロであると思われる。おそらくこれらの複合名詞については，
最も学習しにくく，今後教育課程の中に優先的に取り組む必要があると考える。
　なお，回答の類型の特徴についてまとめると，下記のとおりである。
（４）a．タリ型：「～ V１ たり ～ V２ たりする（～ V１ 하고 ～ V２ 하기도 하다）」
　〔問１（回答の類型１），２（２），４（１，２），５（２），１５（２，３），１８（２）〕
b．テ型：「～ V１ て ～ V２ する（～ V１ 하고 ～ V２ 하다）」
〔問２（回答の類型１，３），５（１），６（２），７（１），１０（１），１１（３，４），１２（２），１５
（１），１８（１）〕
c．連用型：「V１（連用形）＋ V２ する」
　〔問２（回答の類型５），５（４），６（４），７（２），１０（２），１１（２），１２（３），１８（３）〕
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朴：複合名詞に関する一考察
　（４）のように，日本語の複合名詞を含む表現は，韓国語の一般動詞による接続形の影響に
より大きく３つに分けることができる。日本語の複合名詞に該当する韓国語は，（４a）の「タ
リ形」，（４b）の「テ形」，（４c）の「連用形」として使用されることが分かる。上記の韓国語
表現と日本語の複合名詞との対応関係については，今後複合名詞の指導にも応用できるもの
と思われる。
３．２　日本語母語話者の複合名詞の使用
　【表３】は，日本語母語話者の複合名詞についての許容度を調べるため，複合名詞を含む
選択肢①と，複合名詞を含まない選択肢②は，どのように使用されるのかについて調査し，
その結果をまとめたものである。
　複合名詞を含む選択肢①を「複合名詞形」と，複合名詞を含まない選択肢②を「非複合名
詞形」に分類する。また，両者には，どれくらいの使用率があるかを調べてみた。
　さらに，【表３】の「複合名詞形」と「非複合名詞形」との使用率を基準に，どちらの表
現が多く選択され，使用されているかについて，設問項目別にまとめると，次のとおりであ
る。
（５）a．「複合名詞形」＞「非複合名詞形」
　〔問２，３，１０，１１，１２，１３，１４，１７，１８，１９，２２，２４，２５〕
b．「複合名詞形」＜「非複合名詞形」
　〔問７，１５，２０，２１，２３〕
c．「複合名詞形」＝「非複合名詞形」
〔問１，４，５，６，１６〕
　（５a）は「複合名詞形」のほうが，「非複合名詞形」より圧倒的に多く選択された場合であ
るが，（５b）は，「非複合名詞形」のほうが，「複合名詞形」よりも多く選択されたものである。
また，（５c）の「「複合名詞形」＝「非複合名詞形」」とは，複合名詞形と非複合名詞形のどちら
にも偏らず，両者の使用率に大きな開きはなく，２３ポイント以下という複合名詞の許容度が
極めて低いことを意味する。特に，問１の「上げ下げ」，問４の「行き来」，問５の「売り買
い」については，複合名詞形と非複合名詞形との使用率はほとんど差がないことが分かる。
つまり，これらの複合名詞は，日本語母語話者にとって非複合名詞形による表現，とりわけ
「上げたり下げたりする」，「行ったり来たりした」，「買ったり売ったりした」のほうが，よ
り優先的に使用されていることが分かった。これについて日本語母語話者からは，非複合名
詞形のほうが「話し言葉的」，「やわらかい感じがする」，「使いやすい」といった意見が多数
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あった。しかしながら，複合名詞のほうも４７％から５２％の回答があったため，複合名詞の使
用率が特段低いわけではない。一方，（５b）では，問７の「書き込み」と問２３の「振り込み」
は，「書いておく（８６．５％）」と「振り込んだ（９７．８％）」のように，非複合名詞形の使用率
が圧倒的に高かった。これらも上記の意見同様，会話的であり，話し言葉のような感じがす
るため，多くの学生が選択したと推測される。谷口（２００７）では，「２つの動詞の連用形か
ら成る名詞的表現（複合名詞）について，これらの名詞的表現（複合名詞）の方が動詞的表
現よりもずっと簡潔で引き締まった言い方に感じられるという。さらに，名詞的表現は，動
詞的表現に比べ，こなれた定型表現として日常の日本語の中に定着しているといえる。」と
している。
４．　日本語教育及び韓国語教育における複合名詞
　日本語教育及び韓国語教育における複合名詞については，調査２のように，韓国人日本語
学習者の複合名詞の使用率は，全体の１４．６％（【表２】を参照）であるのに対して，調査３
のように日本語母語話者の場合は６５．７％にも上る（【表３】を参照）ことが分かった。韓国
人日本語学習者にとって，日本語の複合名詞を学習することは容易なことではないことが窺
える。その理由として，韓国語には「動詞＋動詞」による複合名詞がほとんどないことや，
日本語能力のレベルや学習期間などに関わらず，日本語教育において複合名詞の指導方針が
整備されていないことなどが挙げられる。一方，日本人韓国語学習者にとっては，日本語の
日常会話の中で多用されている複合名詞を，韓国語ではどのように表現すればいいか悩まし
いところでもある。つまり，韓国人日本語学習者のみならず，日本人韓国語学習者にとって
も複合名詞に対応する韓国語の表現を学習しなければならず，複合名詞の学習というのは，
両者にとって同等の難しさがあると言える。
　施（２００１）では，「例えば，「押し売り」，「回し飲み」，「立ち食い」などの複合名詞はある
が，それに対応するはずの「押し売る」，「回し飲む」「立ち食う」などの複合動詞は一般的
に使用しない。ところが，「受け付け」，「言い逃れ」などの複合名詞はそれぞれ「受け付け
る」，「言い逃れる」など対応する動詞形が存在する。これらの語において，日本人は直感的
に複合動詞，複合名詞を言うか言わないかの判断ができるであろうが，日本語を母国語とし
ない者にとっては，その判断は容易ではない」という。このように，複合名詞の場合，辞書
的な形態・意味・機能のみならず，複合名詞そのものの語彙として存在するか否かについて
日本語母語話者ではない限り，判断をすることは不可能に近い。また，複合動詞との関連性
が深いこともあり，韓国人が第２外国語として日本語を学習する場合，段階的に習得できる
ように工夫して，教育内容を設定する必要があると思う。
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　従って，韓国における日本語教育においても，また日本における韓国語教育においても，
複合名詞に関する学習時間の確保や指導方法など，体系的かつ総合的な教育指針を展開する
ことが望まれる。
５．　お　わ　り　に
　本稿では，複合名詞を対象に，韓国人日本語学習者の学習状況及び日本語母語話者の使用
実態について考察した。その主な結果は，次のとおりである。
　（１）日本語母語話者の使用度数の高い複合名詞は，以下のとおりである。なお，韓国人日
本語学習者にとっては，優先的に学習に取り組む必要のある複合名詞とも言える。
開け閉め，読み書き，乗り降り，立ち飲み，行き帰り，飲み食い，食べ歩き，乗り換え，
立ちこぎ，立ち食い，行き来，弾き語り，聞き取り，食べ残し，寝起き，振り込み，上
げ下げ，売り買い，書き込み，買い食い，駆け込み，食べ飲み，話し合い，見聞き，出
入り
　（２）複合名詞の使用率については，上級以上の日本語運用力を有する韓国人日本語学習者
の場合でも，１４．６％程度にとどまっている。韓国人日本語学習者の複合名詞に対する学習の
到達度が低いことが窺える。一方，日本語母語話者の場合は，６５．７％にも上る。また，日常
会話の中で複合名詞が多用されていることが分かった。
　（３）日本語の複合名詞を含む表現について，韓国人日本語学習者は，①タリ型「～ V１ たり 
～ V２ たりする（～ V１ 하고 ～ V２ 하기도 하다）」，②テ型「～ V１ て ～ V２ する（～ V１ 하고 
～ V２ 하다）」，③連用型「V１（連用形）＋ V２ する」の形式に対応させている。
　（４）複合名詞を含む「複合名詞形」表現は簡潔な言い方として，複合名詞に意味的に最も
近い「非複合名詞形」表現は，「話し言葉的」，「やわらかい感じがする」，「使いやすい」と
いう理由で使用されている。そのため，これらの表現についてより具体的な資料に基づき，
日常会話の中でよく使われる複合名詞を中心に，初級レベルから段階的に導入する必要があ
ると考える。
　最後に，本稿では，日韓両国の大学生を対象に，複合名詞の使用実態について考察した。
本来ならば複合名詞を論じる場合，複合動詞やサ変動詞との関わりについても言及しなけれ
ばならないが，今回は，複合名詞のみを対象にしたため，複合名詞についての現状及び課題
もより明確に見えてきたのではないかと思われる。日本語の中に多数存在し，使用されてい
る複合名詞を正しく学習でき，「自然な日本語」，「日本語らしい日本語」の学習の一助にな
ることを願う。さらに，日本語の複合名詞に関する調査対象を，年代別，状況別（話し言葉
か書き言葉，フォーマルかインフォーマル等）に拡大しなければならない。これについては，
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今後の課題としたい。
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Summary
복합명사에 관한 일고찰
박 대왕
　본 연구는 일본어의 동사연용형의 형태를 지닌 복합명사를 조사대상으로 하여 ,한일 양국 
대학생들의 복합명사의 학습 상황 및 사용 실태에 대하여 고찰한 것이다 .우선 ,일본인 대학
생 １２１ 명을 대상으로 복합명사의 사용 실태에 관한 조사를 실시하였다 .그 결과 ,총 출현 단
어수인 연어휘 （延べ語数） 는 ２，３６８ 단어이며 ,이중 중복을 피한 이어휘 （異なり語数） 만도 ６８８ 
단어에 이르렀다 .특히 사용빈도가 높은 ２５ 개의 복합명사를 선정하여 ,한국인 일본어 학습자 
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４６ 명을 대상으로 복합명사에 관한 학습 상황에 대하여 조사하였다 .그리고 ,일본인 대학생들
은 복합명사를 포함하고 있는「복합명사형」표현과 ,의미상으로는 유사하면서 복합명사를 
포함하지 않은 「비복합명사형」표현과는 어떠한 차이가 있고 ,또 어떠한 기준으로 선택하여 
사용하는지에 대해서도 고찰하였다 .이 연구의 목적은 ,한일 양국 대학생들의 복합명사에 관
한 학습 상황과 사용 실태에 관해 조사함으로써 일본어 교육의 관점으로 복합명사에 대하여 
교육 지도상 재조명되는 기회가 되었으면 하는 것이다 .
　본 연구 결과를 간단히 정리해 보면 다음과 같다 .
（１）일본인 대학생들의 동사연용형 복합명사에 대한 예문을 조사한 결과 ,사용 빈도가 높
은 어휘로 「開け閉め，読み書き，乗り降り，立ち飲み，行き帰り，飲み食い，食べ
歩き，乗り換え，立ちこぎ，立ち食い」등을 들 수 있다 .이와 같은 어휘는 한국에
서의 일본어 교육에 있어서 학습 기본 어휘로써 지도가 필요하다고 보아진다 .
（２）복합명사의 사용 실태를 보면 ,상급 이상의 일본어 능력을 지닌 한국인 학습자들의 
경우 １４．６％에 그친 반면 ,일본인 학생들의 경우는 ６５．７％에 이르렀다 .즉 ,일본인 대
학생들의 경우 ,일상 회화에 있어서 복합명사를 많이 사용하고 있음을 짐작케 한다 .
（３）한국인 일본어 학습자의 경우 ,일본어의 복합명사를 포함하는 표현에 대하여 주로 
「①タリ型「～ V１ たり ～ V２ たりする（～ V１ 하고 ～ V２ 하기도 하다）」，②テ型 
「～ V１ て ～ V２ する（～ V１ 하고 ～ V２ 하다）」，③連用型「V１（連用形）＋ V２ する」
으로 대응시키는 경향이 있다 .
（４）일본어의 「복합명사형」표현은 간결한 말투로 ,의미가 비슷한 「비복합명사형」표현
은 회화체 같고 자연스럽고 부드러운 표현이라는 이유로 일상 회화에 자주 등장한다
고 보여진다 .
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